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曲線により算出した ED95 と、gabaculine の正向反射の消失を確実に引き起こす用量を
投与し、脳波・筋電位測定を行った。解析には、Sleep Sign®（キッセイコムテック）




















７． Gabaculineでは投与 4時間後にすべての周波数帯で FFT解析値の低下を認めた。 
８． Propofol の不動化 ED50量投与において不動化を認めたマウスでは、侵害刺激前後の
比較で、すべての脳波周波数帯において平均 FFT解析値の低下がみられた。 
９． Gabaculine は、正向反射消失時において、侵害刺激後にすべての脳波周波数帯に平
均 FFT解析値の増大と平均筋電位積分値の増大がみられた。 
 今回の実験から、propofol においては正向反射消失時間と脳波・筋電位解析による
睡眠時間はほぼ一致するが、gaboxadolでは異なることがわかった。正向反射消失下で
の侵害刺激時においては、すべての周波数帯に変化がみられた。以上より、行動薬理で
意識消失の指標として用いられている正向反射の消失は、必ずしも脳波・筋電位変化を
反映するものではなかった。一方、不動化では、不動化の有無を脳波・筋電位の変化で
確認できることが示唆された。 
